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１．はじめに 

現在，IH(Induction Heating)対応土鍋が IH クッ
キングヒータ（以下 IH 調理器）と共に普及している。

しかし，IH 対応土鍋に関する研究報告が見当たら

なかったため IH 対応土鍋の研究に着手し，漏れ

磁束と加熱効率を明らかにしてきた。そして，IH 対

応土鍋の漏れ磁束と加熱効率改善策を検討し，検

証を行った。 
本研究では，IH 対応土鍋の発熱体の大きさが

漏れ磁束と加熱効率に与える影響を FEM 解析と

実験によって明らかにした。 
 
２．改善策の考案 

IH 対応土鍋はステンレス鍋と比較した場合，漏

れ磁束が約 35%多く，加熱効率が約 4%低い。そこ
で，IH 対応土鍋の漏れ磁束ならびに加熱効率改

善策の考案を行う。文献 1 より，改善の一案として
IH 対応土鍋の発熱体を大きくすることで漏れ磁束

と加熱効率が改善すると考えた。 
 
３．漏れ磁束と加熱効率における改善案の検証[2] 

IH 対応土鍋の発熱体の大きさを変えたときの漏

れ磁束と加熱効率を明らかにするために FEM 解

析と実験を行う。 
図 1 に FEM 解析を示す。ただし，FEM 解析結

果は加熱コイルの中心から左右対称となるので右

側のみを示す。図 1 に示すように FEM 解析より，

(a)よりも(b)の方が発熱体の端部から外側に漏れる
磁束が少ないことがわかる。すなわち，発熱体を大

きくすることで漏れ磁束の低減が期待できる。 
次に，漏れ磁束と加熱効率改善案を実験により

検証した。発熱体は，市販品と2種の供試品である。
IH対応土鍋はプレートタイプを使用した。 
図 2に漏れ磁束の実験結果を示し，図 3に加熱

効率の実験結果を示す。実験の結果，発熱体を市

販品よりも 14mm 大きくしたほうが，漏れ磁束は

23%低減し，加熱効率は約 3.4%向上させることが
できた。 
 
４．まとめ 

本研究では，IH 対応土鍋の発熱体の大きさが

漏れ磁束と加熱効率に与える影響を FEM 解析と

実験によって明らかにしてきた。その結果，発熱体

を大きくすることで漏れ磁束と加熱効率を改善させ

ることができた。 

 

 
(a) 市販品の発熱体サイズ（半径 67mm） 

 
(b) 供試品（半径 90mm） 
図 1 FEM解析結果 

 

 
図 2 漏れ磁束 

 

 
図 3 加熱効率 
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